
広報とうのしょう 2010.4 ４

粟
あ わ

野
の

・八
や

重
え

穂
ぼ

石
い し

　出
で

【下座踊り】
花笠音頭、磯部
金色夜叉、銚子大漁節

【レコード踊り】
東庄音頭
祝賀の舞
大漁まつり

【曲　　目】
お祭り若衆
八木節
花笠音頭
おこさ節
大漁節

使者　　
丸薬売り
踊り子　

使者
金棒連
万燈（まんどう）

踊り子
下座

虎屋大漁丸薬売り 下座手踊り

粟野・八重穂郷　使者 石出郷　使者

辺田 匠
たくみ

さん（26歳 自営業）
まだ実感がわかない。でもこ
こまできたら、やるしかない。

林 茂
し げ お

緒さん
（43歳 自営業）
石出の伝統を汚さな
いよう頑張ります。

荒木 正
まさつぐ

嗣さん
（26歳 農業）

一生懸命頑張ります。

清水 慎
し ん ご

吾さん
（36歳 養豚業）
お役目をしっか
り果たしたい。

野口 喜
のぶひろ

博さん
（41歳 会社員）
つつがなく終わ
らせたい。

金
棒
連

　
小
学
４
年
生
以
下
の
子
ど
も
達
が
揃
い

の
衣
装
を
着
て
、
金
棒
を
打
ち
鳴
ら
し
て

行
進
す
る
。

万
　
燈

　
万
燈
は
色
と
り
ど
り
の
花
が
飾
ら
れ
た

大
き
な
傘
。
傘
の
上
に
は
浦
島
太
郎
が
鎮

座
す
る
。
高
さ
・
幅
約
３
メ
ー
ト
ル
、
重

さ
40
㌔
も
あ
る
万
燈
を
男
性
一
人
が
動
か

し
な
が
ら
進
む
。
華
や
か
に
揺
れ
動
く
傘

の
美
し
さ
と
男
性
の
力
強
さ
に
注
目
。

踊
り
子
・
下
座

　
小
学
５
年
生
か
ら
30
代
ま
で
の
男
女
41

人
が
、
赤
と
黒
の
揃
い
の
着
物
で
舞
い
踊

る
。
下
座
に
合
わ
せ
た
伝
統
舞
と
、
歌
謡

曲
に
合
わ
せ
た
踊
り
を
披
露
。
花
笠
、
扇

子
、
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
使
う
小
物
も
さ
ま
ざ

ま
。
変
化
に
富
ん
だ
曲
と
振
り
、
踊
り
を

楽
し
む
姿
が
見
る
人
を
感
動
さ
せ
る
。

丸
薬
売
り

◇
流
し

　
手
甲
と
脚
半
姿
の
若
者
が
、
歌
で
大
漁

丸
を
宣
伝
す
る
。
二
人
の
声
が
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
。

◇
口
説
き

　
虎
屋
透
頂
香（
と
ら
や
と
う
ち
ん
こ
う
）

ウ
イ
ロ
ウ
丸
（
大
漁
丸
）
と
い
う
妙
薬
の

由
来
や
効
能
を
述
べ
る
。
歩
き
な
が
ら
何

も
見
ず
に
朗
々
と
続
く
説
明
は
、
15
分
に

も
わ
た
る
。

　
そ
の
後
薬
売
り
が
や
っ
て
く
る
の
で
、

ぜ
ひ
買
い
求
め
た
い
。

踊
り
子

　
女
性
40
人
が
薬
売
り
に
続
い
て
踊
り
を

披
露
す
る
。
20
年
前
か
ら
受
け
継
い
だ
衣

装
を
身
に
ま
と
い
、
に
ぎ
や
か
に
お
供
す

る
。
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今
い ま

　郡
ご お り

東
ひ が し

今
い ま

泉
い ず み

【下座】
安波囃子、磯部
道中、金たん、中山、松林
跳ね込み太鼓、早打ち太鼓
大和囃子、大漁節

【レコード踊り】
新銚子音頭
東庄音頭

　　　　　　　　　使者　　　　　　　　　
武将による剣舞
持兵衛、田吾兵

使者　
下座　
手踊り

源頼朝公富士の巻狩り 下座手踊り

今郡郷　使者 東今泉郷　使者

吉田 亮
りょうえ

江さん（37歳 公務員）
やれることはやった。緊張しすぎな
いようにして、本番を楽しみたい。

遠藤 和
か ず お

男さん（42歳 会社員）
使者受けに負けないように、
東今泉のスタイルを貫きたい。

高安 一
かずひろ

宏さん（34歳 農業）
父も40年前の使者。20年に一度
の行事なので、一生懸命やりたい。

岩田 昭
しょういち

一さん（42歳 自営業）
師匠の教えを思い浮かべて、と
にかく、思い切ってやりたい。

下
座
　

　
中
学
生
か
ら
50
代
ま
で
の
男
女
30
人
が

威
勢
よ
く
繰
り
広
げ
る
下
座
。
ゆ
っ
く
り

と
し
た
曲
か
ら
、
早
打
ち
太
鼓
、
跳
ね
込

み
太
鼓
、
笛
の
音
色
に
乗
っ
て
繰
り
広
げ

ら
れ
る
見
事
な
バ
チ
さ
ば
き
は
圧
巻
。
20

年
前
の
神
幸
祭
を
機
に
結
成
さ
れ
た
「
東

今
泉
鳴
和
会
」
を
中
心
に
し
た
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
い
演
奏
が
、
祭
り
を
盛
り
上

げ
る
。

　
下
座
を
乗
せ
た
山
車
に
も
注
目
。
土
台

を
は
じ
め
、
板
金
、
彫
刻
、
飾
り
ま
で
す

べ
て
地
元
の
人
に
よ
る
手
作
り
。

踊
り
子

　
花
笠
を
か
ぶ
っ
た
女
性
58
人
が
、
華
や

か
に
手
踊
り
を
披
露
す
る
。
ピ
ン
ク
色
の

着
物
も
艶
や
か
に
、
春
の
道
中
を
彩
る
。

富
士
の
巻
狩
り

　
巻
狩
り
（
ま
き
が
り
）
と
は
、　
中
世

に
祭
礼
や
訓
練
の
た
め
に
行
わ
れ
た
大
規

模
な
狩
猟
の
こ
と
。
今
郡
区
は
、
建
久
４

年
に
源
頼
朝
が
上
洛
と
帰
還
の
際
に
富
士

（
現
在
の
朝
霧
高
原
付
近
）
で
行
っ
た
「
富

士
の
巻
狩
り
」
を
演
じ
る
。

　
源
頼
朝
公
に
扮
す
る
の
は
、
宮
澤
直
樹

さ
ん
（
10
才
）。
馬
上
の
か
わ
い
ら
し
く

も
凛
々
し
い
姿
は
、
観
客
の
注
目
の
的
。

　
ほ
ら
貝
と
太
鼓
の
合
図
で
、
朱
色
に
金

糸
の
鮮
や
か
な
陣
羽
織
を
身
に
ま
と
い
武

将
に
扮
し
た
男
女
30
人
が
ゆ
っ
く
り
と
入

場
。
独
特
の
リ
ズ
ム
と
ほ
ら
貝
の
音
が
歴

史
の
世
界
へ
と
い
ざ
な
う
。
武
将
達
は
扇

子
を
使
い
剣
舞
を
披
露
す
る
。
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
な
曲
に
合
わ
せ
、
力
強
い
舞
を
披

露
す
る
。

【
剣
舞
】

富
士
（
歌:

島
津
亜
矢
）

持も

ち

べ

え

兵
衛
、
田た

ご

へ

い

吾
兵

　
剣
舞
の
後
に
、
持
兵
衛
と
田
吾

兵
と
い
う
人
足
係
が
登
場
す
る
。

厳
粛
な
舞
の
後
に
、
軽
妙
な
会
話

で
観
客
の
笑
い
を
誘
う
。
若
手
二

人
の
新
鮮
な
か
け
あ
い
を
楽
し
み

た
い
。




